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福音書からのメッセージ 

 

さて、あなたはこの三人の中で、だれが追

いはぎに襲われた人の隣人になったと思

うか。    

（ルカによる福音書 10 章 36 節） 

 

 

ある律法の専門家がイエス様に質問し

ます。「先生、何をしたら、永遠の命を受

け継ぐことができるでしょうか」と。しか

しこの質問は真理を求めたいという願い

からではなく、イエス様を試そうとしてな

されたものでした。 

彼ら律法の専門家は、その名のとおり神

さまの掟である律法を忠実に守り、そして

研究をしていました。どうすれば神さまの

み心にかなった生活ができるのか、そのこ

とを熱心に考えていたわけです。 

律法の専門家の質問に対し、イエス様は

逆に質問を投げかけます。「律法には何と

書いてあるか」。そして律法の専門家が「神

さまを愛し、隣人を愛すること」だと答え

ると、「それを実行しなさい」と告げられ

ます。 

「神さまを愛し、隣人を愛すること」。

わたしたちの中にはこの言葉を聞いて、

「そのようなことなら自分にもできてい

る」と思う人もおられるでしょう。逆に「な

んて難しいことをイエス様は言われるの

だろう」と感じる方もいると思います。 

なぜそのように違うイメージを持つの

でしょうか。それは「隣人」という言葉の

ニュアンスが、違うように感じられるから

なのかもしれません。 

イエス様の時代、律法の専門家をはじめ

とする多くのユダヤ人は、「隣人」とは自

分たちと同じ民族で、なおかつ律法をきち

んと守っている人たちだと考えていまし

た。聖書には異邦人や罪人という人たちが

多く出てきますが、

異邦人とはユダヤ

人以外の人たち、

罪人とは律法を守

っていない人たち

のことを指します。

彼らはそのような

異邦人や罪人と交

際することはあり

ませんでした。異

邦人や罪人は、彼

らの「隣人」ではないのです。 

しかしこのたとえの中でイエス様は、強

盗に襲われた人を助けたのは律法を守っ

ているユダヤ人（祭司やレビ人）ではなく、

異邦人であるサマリア人であったと語り

ます。隣人であるはずのない人が、まった

く関わりのない人を助けたのです。 

この強盗に襲われた人とサマリア人と

の関係は、わたしたち一人一人とイエス様

との関係でもあるのです。イエス様はボロ

ボロになり、歩くことすらできないわたし

たちの元に来られました。道の向こう側を

通ってもよかったのです。でもイエス様は

関わってくださいました。傷の手当てをし、

宿屋に連れて行って、再び歩けるようにな

るまで世話をしてくださるのです。 

イエス様はわたしたちに手を差し伸べ、

隣人として関わってくださいました。そし

てわたしたちに、「行って、あなたもおな

じようにしなさい」と言われます。ではわ

たしたちの隣人とは誰でしょうか。 
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